
 

 

 

目 的 
 
本研究の最終目的は、首都直下型地震をはじめとする、都市型の災害に備えるための、千代田区内保育園・
幼稚園における生活密着型防災教育プログラムの構築を目指すものである。 
そのための調査として、千代田区内の保育園・こども園における、防災および減災の活動に関する現状に
ついて質問紙調査により明らかにする。 

研究内容・結果 
 
方法 
千代田区のウエブサイト上で紹介されている「令和 4年度保育園・こども園一覧」にある 33園を対象と
し、郵送式質問紙調査を実施した。 
自記式質問紙の主な質問項目は、火災や地震等、各状況を想定した訓練の実施状況、災害を想定したマニ
ュアルの存在、活用や見直し、防災・減災活動、あるいは災害全般に対して感じていること等であった。
主として選択回答、一部自由記載による回答とした。 
対象の各園の施設長宛に質問紙を郵送し、同封した返信用封筒により回収した。選択回答の各項目につい
ては単純集計、自由記載については内容の分析を行った。 
共立女子大学研究倫理審査委員会の承認後に実施した（承認番号 No22001）。 
 
結果 
1．状況を想定した訓練 
 
 
 
 
 
 
2．災害を想定したマニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3．現状の訓練に対する考え 
 
 

まとめ 
回収率が十分ではなかったが、いくつかの特徴がみえた 
・マニュアルの整備や見直しは定期的に行われていた 
・訓練などは、実施のありかたに改善の余地がみられた 
・職員が発災後の状況に応じて対応できるような訓練や準備への工夫が必要 
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発生頻度が高い災害は、高頻
度で訓練を実施されていた。
自然災害だけでなく、人災に
対する訓練の実施もあった。 

 

ほとんどの施設がなんらかのマ
ニュアルを持っていたが、災害
の種類により違いがあった。 

半数の施設は、現状で対応
できると考えていた。 

4．災害全般に対する考え 

職員に関すること 

遠方に住む職員は発災後対応が難しい 

様々な状況を想定して動けることが必要 

準備性に関すること 

大災害が未経験で訓練が活かせるか心配 

応急対応ができる準備が必要 


